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俊

一
、
は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
一
七
四
二
年
二
月
に
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
（S

ir R
obert W

alpole　

1676-1745

）
は
「
首
相
（the prim

e m
inister

）」
の
座

を
降
り
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
事
実
上
、
一
七
三
〇
年
代
末
期
に
は
政
権
の
弱
体
化
は
顕
著
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
政
権
弱
体
化

の
直
接
の
原
因
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
外
交
政
策
の
失
敗
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
（
1
）

、
内
政
で
は
「
内
国
消
費
税
の
危
機
」
以
来
の
政
策
の

深
刻
な
行
き
詰
ま
り
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
、
在
野
勢
力
は
、
一
七
三
三
│
三
四
年
の
政
争
以
来
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
打
倒
の
好
機
と
捉
え
、
一
七
三
六
年
以

降
、
攻
勢
を
さ
ら
に
強
め
て
い
た
。
だ
が
、
政
局
の
打
開
は
、
依
然
と
し
て
困
難
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
可
能
と
す
る
議
会

論　

説

九
九
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で
の
在
野
勢
力
の
結
集
、
そ
れ
を
支
え
る
国
民
的
な
支
援
の
形
成
は
、
い
ま
だ
実
現
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
先
の
一
七
三
三

以
来
の
「
内
国
消
費
税
の
危
機
」
の
政
争
に
敗
北
（
2
）

し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
（H
enry S

t. John V
iscount B

olingbroke,　

1678-1751

）
は
、

そ
の
反
省
か
ら
ま
さ
に
在
野
勢
力
を
結
集
し
、「
恒
常
的
な
反
対
党
（
3
）

」
形
成
の
た
め
の
新
た
な
理
論
活
動
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
一
七
三
六
年
に
『
愛
国
主
義
の
精
神
に
つ
い
て
の
手
紙
』、
一
七
三
八
年
に
は
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
が

著
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
表
題
が
示
す
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
訴
え
た
の
は
、
愛
国
主
義
の
原
理
の
提
案
で
あ
り
、
愛
国
者

と
し
て
の
国
王
の
登
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
理
念
や
理
想
が
、
名
誉
革
命
以
来
の
議
会
政
治
の
現
実
の
中
で
、
い
か
に
実
現

さ
れ
う
る
か
が
、
彼
の
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
の
が
、
国
民
的
党
派
で
あ
る
「
反
対
党
の
構
築
」
で
あ
り
、
愛
国
者
国
王
の
即

位
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
（N

iccolo di B
ernardo M

achiavelli,　

1469-1527

）
の
『
君
主
論
』（
一
五
三
二
年
刊
）
を
念

頭
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
の
国
王
と
、
名
誉
革
命
以
降
の
議
会
に
お
け
る
政
党
、
特
に
反
対
党
の
関
係
を
理
論

的
に
整
理
し
、
訴
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
一
七
三
五
年
か
ら
一
七
三
九
年
ま
で
の
政
治
状
況
の
も
と
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
愛
国
主
義

に
立
っ
た
い
か
な
る
反
対
党
観
を
考
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。

（
1
） C

f.B
.W
.H
ill,S
ir R
obert W

alpole,H
am
ish H

am
ilton L

td,1989,pp.174-94.

（
2
） C

f.H
.T
.D
ickinson,B

olingbroke,C
onstable,1970,p.184,I.K

ram
nic,B

olingbroke and  H
is C
ircle,H

arvard,1968.
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
一
八
三
）

（
3
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.257.

二
、
反
対
党
観
の
特
徴

い
わ
ゆ
る
内
国
消
費
税
危
機
時
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
に
対
す
る
在
野
陣
営
の
敗
北
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
に
一
つ
の

転
換
を
も
た
ら
し
た
。
一
七
三
三
か
ら
三
四
年
に
か
け
て
の
政
争
は
、
在
野
勢
力
に
と
っ
て
政
権
獲
得
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
そ
の
後
一
〇
年
以
上
に
わ
た
り
政
権
を
維
持
し
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
を
退
陣
に
追
い
込
む
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
在
野
勢
力
の
利
害
の
不
一
致
に
よ
る
足
並
み
の
乱
れ
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
老
獪
な
政
治
手
法
を
伴
っ
た
強
固
な
政
権
基
盤
を

揺
る
が
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
1
）

。
し
た
が
っ
て
、
総
選
挙
と
そ
の
後
の
議
会
を
通
し
て
の
政
権
奪
取
の
失
敗
を
経
験
し
た
ボ

リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
の
緊
急
な
課
題
は
、
在
野
の
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
人
々
と
ト
ー
リ
党
の
連
合
か
ら
な
る
反
対
党
の
路
線
の
敗
北
を

総
括
し
、
新
た
な
恒
常
的
な
反
対
党
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
以
下
の
よ
う
な
政
治
的
判

断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
一
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
主
利
害
を
国
民
的
利
害
と
同
一
視
す
る
考
え
を
多
少
と
も
改
め
て
、
よ
り
広
い
ス
タ
ン
ス
で
反
対
党
を
捉
え

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
「
土
地
所
有
者
が
政
治
体
と
い
う
船
の
真
の
所
有
者
で
あ
っ
て
、
貨
幣

所
有
者
は
そ
の
船
客
に
過
ぎ
な
い
（
2
）

」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
彼
が
地
主
利
害
の
側
に
あ
る
こ
と
は
、
揺
る
が
な
い
。
だ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
地
主
利
害
が
国
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
に
し
て
も
、
や
は
り
、
地
主
利
害
は
国
民
の
部
分
的
利

害
な
の
で
あ
っ
て
、
国
民
す
べ
て
の
利
害
を
意
味
す
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

一
〇
一
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第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
反
対
党
は
、
あ
ま
り
に
内
部
の
論
争
や
争
点
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
て
い
る
と
断
じ
る
。
在
野
陣
営
の

ウ
ィ
ッ
グ
や
ト
ー
リ
の
利
害
対
立
は
、
経
済
の
み
な
ら
ず
宗
教
等
の
面
で
当
然
に
見
ら
れ
た
。
本
来
の
反
対
党
は
、
統
一
し
て
政
府
与
党

に
対
し
て
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
正
直
な
人
は
、
い
か
な
る
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
を
も
戒
め
、
名

誉
革
命
に
基
礎
を
置
く
原
理
に
従
っ
て
、
憲
政
を
擁
護
す
る
よ
う
決
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
あ
る
（
3
）

。
こ
う
し
た
点
を
前
提
と
し

て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
は
さ
ら
に
徹
底
的
な
政
府
与
党
の
党
派
的
姿
勢
へ
の
批
判
の
理
論
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
目
前
に
し
て
書
か
れ
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
に
お
い
て
、
彼
は
政
党

に
つ
い
て
い
か
な
る
見
解
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
点
で
も
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
依
然
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「non 

party governm
ent

」
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
（
4
）

。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
の
政
党
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
と
同
様
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

に
は
近
代
議
会
の
必
然
と
し
て
の
近
代
的
な
政
党
の
観
念
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
政
党
や
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
君
主
制
、
貴

族
制
お
よ
び
民
主
制
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
5
）

。
彼
に
と
っ
て
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
に
よ
る
腐
敗
政
治
、
議
会
支
配
の
状
況
は
、
ま
さ
に
こ
の
ケ
ー
ス
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
政
党
と
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
を
区
別
し
つ
つ
、
両
者
を
共
に
批
判
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、「
政
党
は
、
政

治
的
悪
で
あ
る
。
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
す
べ
て
の
政
党
の
中
で
最
悪
の
も
の
で
あ
る
（
6
）

。」
政
党
も
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
も
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の

本
質
で
あ
る
混
合
生
体
の
君
主
制
、
貴
族
制
お
よ
び
民
主
制
の
バ
ラ
ン
ス
の
崩
壊
の
結
果
生
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
と
も
国
民
的

利
害
に
反
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
に
お
い
て
、
そ
の
こ
と
は
一
層
明
確
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
私
的
で
部
分
的
利
害
は
、
全
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
国
民
的
自
由
を
破
壊
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
と
明
確
に

主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
政
党
に
つ
い
て
も
、
い
ま
や
呪
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
政
に
と
っ
て
有
害
な
存
在
で
あ
る
と
ま
で
、
彼

一
〇
二
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は
言
い
き
る
の
で
あ
る
（
7
）

。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
主
張
は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
批
判
を
背
景
に
し
て
い
る
。
腐
敗
的
手
段
を
用
い
て
、
長
期
に
わ
た
り
議
会
の

多
数
派
を
維
持
す
る
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
イ
ギ
リ
ス
憲
政

を
破
壊
す
る
一
党
派
の
内
閣
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
は
国
民
の
全
体
の
利
害
に
反
し
、
決
し
て
容
認
さ
れ
え

な
い
。
こ
う
し
た
彼
の
政
党
観
は
、
後
世
に
政
党
政
治
を
否
定
す
る
見
解
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
批
判
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
党
派
政
治
を
攻
撃
す
る
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
の
中
に
は
、
政
府
与
党
と
野
党
の
機
能
的
関
係
を
確
立
す
る

こ
と
こ
そ
が
、
近
代
的
憲
政
の
姿
で
あ
る
と
の
考
え
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
憲
政
の
バ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
、

政
府
と
国
民
の
間
の
、
あ
る
い
は
そ
の
反
映
で
あ
る
政
府
与
党
と
野
党
間
の
恒
常
的
な
緊
張
関
係
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
考
え
は
、

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
8
）

。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
近
代
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
が
前
提
と
す
る
与

野
党
間
の
政
権
交
代
は
、
当
然
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
与
党
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ

党
の
区
別
が
依
然
と
し
て
存
在
す
る
と
し
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
（
9
）

。
だ
が
、
こ
の
主
張

も
、
後
に
表
明
さ
れ
た
Ｅ
．
バ
ー
ク
の
政
党
観
と
同
様
に
、
決
し
て
近
代
の
政
党
政
治
へ
の
発
展
を
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
を
注

意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
近
代
的
な
政
党
観
を
と
り
え
な
い
の
は
、
当
然
に
彼
の
時
代
の
歴
史
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
一
党
政
治
」
へ
の
嫌
悪
、
当
時
の
政
治
の
現
実
へ
の
失
望
や
絶
望
感
な
ど
も
も
ち
ろ
ん
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
の
問
題
は
、
彼
の
社
会
と
人
間
に
対
す
る
見
方
の
帰
結
で
あ
る
と
の
指
摘
に
も
留
意
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〇
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
強
調
す
べ
き
も
の
は
、
宇
宙
に
お
け
る
合
理
的
道
徳
的
秩
序
で
あ
り
、
社
会
に
お
い
て
は
調
和
と
安

定
を
生
み
だ
す
自
然
法
で
あ
る
。
人
は
本
来
慈
愛
心
を
持
ち
、
社
交
性
が
あ
り
、
そ
し
て
偉
大
な
善
を
目
指
す
市
民
政
府
を
望
む
も
の
な

の
で
あ
る
（
10
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
人
間
観
に
立
て
ば
、
本
来
人
々
の
間
に
は
政
治
的
対
立
は
最
終

的
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
党
は
存
続
す
る
根
拠
を
失
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

だ
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
時
代
に
お
い
て
は
「
正
直
な
人
々
」
で
は
な
く
、
私
的
利
益
を
追
求
す
る
「
党
派
（faction

）
的
人
間
」

が
政
権
の
中
枢
に
存
在
す
る
と
、
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
政
党
観
は
こ
れ
を
取
り
除
く
た
め
に
生
ま

れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
か
ら
、
政
党
に
対
す
る
批
判
は
一
層
厳
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、

ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
は
部
分
的
利
益
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
両
陣
営
の
対
立
は
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
争
い
を
助
長
す
る
に
過
ぎ

な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
当
時
ト
ー
リ
陣
営
の
論
者
等
に
お
い
て
盛
ん
に
主
張
さ
れ
て
い
た
「
政
党
と
フ
ァ

ク
シ
ョ
ン
と
の
区
別
（
11
）

」
を
主
張
し
つ
つ
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念 

』
に
お
い
て
、
政
党
の
存
在
を
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
と
っ
て
有
害
な
も
の

と
し
て
改
め
て
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。「
…
政
党
は
、
絶
対
主
義
の
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
堕
落
す
る
以
前
で
さ
え
、
共
同
体
の
も
の
で
は

な
い
の
で
あ
っ
て
、
党
外
の
者
に
は
容
認
さ
れ
え
な
い
特
定
の
目
的
と
利
害
の
た
め
に
、
結
合
し
た
無
数
の
人
々
で
あ
る
。
私
的
な
あ
る

い
は
個
人
的
な
利
害
が
き
わ
め
て
素
早
く
か
つ
頻
繁
に
持
ち
込
ま
れ
、
党
派
内
で
支
配
的
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
（
12
）

。」
し
か
し
な
が
ら
、

こ
う
し
た
政
党
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
現
実
の
議
会
政
治
の
中
で
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
の
た
め
の
「
有
効
な
反

対
党
」
の
形
成
の
必
要
に
迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
最
終
的
に
は
社
会
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
の
利
益
、
公
的
利
益
し
か
な
い
と
考
え
る
。
こ
の
利
益
を
実
現
す
る

一
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た
め
に
は
、
反
対
党
す
な
わ
ち
愛
国
主
義
的
カ
ン
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
形
成
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
13
）

。
し
た
が
っ
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
時
の
統
治
が
腐
敗
的
、
専
制
的
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
反
対
党
の
存
在
は
正
当
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ

ど
も
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
一
七
三
三
年
か
ら
三
四
年
の
政
争
で
勝
利
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
腐
敗

が
進
行
し
て
い
く
と
、
反
対
党
の
有
効
性
も
一
般
に
充
分
に
期
待
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
よ
れ
ば
腐
敗
が
余
り

に
深
刻
化
す
れ
ば
、
地
主
勢
力
の
力
あ
る
い
は
小
数
の
優
れ
た
精
神
だ
け
で
は
、
こ
う
し
た
憲
政
の
腐
敗
の
進
行
を
食
い
止
め
克
服
す
る

こ
と
は
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
点
を
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
い
か
に
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
が
、
次
の
問
題

で
あ
る
。

（
1
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.254.

（
2
） B

olingbroke,S
om
e R
efl ections on the P

resent S
tate of N

ation,principally w
ith regard to her T

axes and her D
ebts,and on 

the C
auses and C

onsequences of them
,1749,W

orks,vol.II,p.458.

（
3
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.254.

（
4
） C

f.H
.N
.F
ieldhouse,B

olingbroke and the Idea of N
one P

arty G
overnm

ent,H
istory,xx

ⅲ
,1938-1939,pp.41-42. 

J.M
.R
obertson,B

olingbroke and W
alpole,L

ondon,1919,C
hapter v, G

.W
.C
ooke,H

istory of P
arty,L

ondon,1836,p.36. 

（
5
） C

f.S
.W
.Jackm

an,M
an of M

ercury,p.130.

（
6
） B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriot K

ing,W
orks,vol.II,p.401.

（
7
） Ibid.,p.401.

（
8
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.262.

（
9
） L

ondon Journal,N
o.592

（5 D
ecem

ber 1730

）
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（
10
） C

f.B
olingbroke,F

ragm
ents or M

inutes of E
ssays,W

orks,vol.IV
,p.196. C

f.H
.T
.D
ickinson,op.cit.,p.262. 

C
f.B
olingbroke,F

ragm
ents or M

inutes of E
ssays,W

orks,vol.IV
,p.196.
（
11
） 
当
時
「party

」
と
「faction

」
に
関
し
て
、
与
野
党
間
で
論
争
が
展
開
さ
れ
た
。C

f.T
he C

ountry Journal

：or T
he C

raftsm
an　

N
o.674

（9 June,1739

）

（
12
） B

olingbroke,T
he Idea of a P

atriot K
ing,V

ol.II,p.401-2.

こ
れ
に
反
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
言
う
愛
国
者
国
王
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
自
由
人
の
真
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
首
長
と
す
べ
て
の
成
員
が
共

通
の
利
害
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
、
共
通
の
精
神
に
よ
っ
て
鼓
舞
さ
れ
る
家
父
長
制
社
会
で
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。（H

.T
.D
ickinson,op.

cit.,p.262.

）

（
13
） 

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
良
の
憲
政
は
、
滅
亡
の
種
を
宿
し
て
い
る
。
…
従
っ
て
、
良
き
統
治
が
続
い
て
い
く

た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
最
初
の
良
き
原
理
に
、
常
に
そ
れ
を
引
き
戻
す
こ
と
で
あ
る
。」

B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriot K

ing,V
ol.II,p.397. C

f.H
.T
.D
ickinson,op.cit.,p.260.

三
、
愛
国
者
国
王
と
反
対
党

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ
の
よ
う
に
、
政
治
的
衰
退
を
不
可
避
的
な
も
の
と
考
え
て
い
る
と
さ
れ
る
（
1
）

。
だ
が
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
決
し
て
悲
観
論
者
で
は
な
い
。
彼
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
体
制
の
も
と
で
侵
害
さ
れ
て
い
る
憲
政
を
、
名
誉
革
命
の
原
理

に
基
づ
く
体
制
に
回
復
さ
せ
う
る
と
し
、
決
し
て
憲
政
の
回
復
を
あ
き
ら
め
な
い
の
で
あ
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
腐
敗
の
原
因
に
、
名
誉
革
命
以
来
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
影
響
力
を
増
し
た
貨
幣

利
害
の
台
頭
に
あ
る
と
考
え
る
。
だ
が
、
彼
が
問
題
視
す
る
の
は
、
国
民
の
多
く
の
人
々
が
あ
ま
り
に
も
腐
敗
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

一
〇
六



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
一
八
九
）

彼
ら
が
理
性
に
立
っ
た
カ
ン
ト
リ
・
パ
ー
テ
ィ
を
認
識
し
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
代
わ
り
に
、
ボ
リ
ン

グ
ブ
ル
ッ
ク
が
、
解
決
策
と
し
て
挙
げ
る
の
が
、
愛
国
主
義
原
理
に
立
つ
君
主
の
登
場
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
愛
国
者
国
王
の
統

治
に
立
ち
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
憲
政
の
回
復
を
、
国
民
に
対
し
て
訴
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
愛
国
者
国
王
の
登
場
に
よ
っ
て
反
対
党
が
不
必
要
と
な
る
場
合
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
愛
国
主
義
に
立
つ
君
主
が
「
悪
し
き
大
臣
」
を
廃
除
し
、
代

わ
り
に
正
直
な
愛
国
者
を
登
用
し
た
と
き
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
す
べ
て
の
悪
業
が
改
め
ら
れ
、
異
な
っ
た

原
理
が
改
め
ら
れ
そ
し
て
国
民
が
有
徳
と
愛
国
的
調
和
の
も
と
に
統
一
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
（
2
）

。
一
般
的
利
益
は
、
正
直
な
人

に
よ
っ
て
合
理
的
に
感
知
さ
れ
、
私
的
利
益
を
凌
駕
す
る
。
良
き
一
般
的
利
益
を
促
進
す
る
の
は
、
部
分
的
利
害
に
た
つ
党
派
で
は
な
く

て
、
愛
国
主
義
に
た
つ
国
王
の
義
務
な
の
で
あ
る
（
3
）

。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
の
即
位
に
よ
っ
て
、
国
民
は
有
徳
の

下
に
統
一
さ
れ
、
一
般
的
利
益
が
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
反
対
党
は
不
要
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
社

会
の
互
い
に
対
立
す
る
部
分
的
利
害
を
反
映
す
る
諸
党
派
間
の
、
す
な
わ
ち
与
野
党
間
の
政
治
的
競
争
関
係
が
公
益
を
実
現
す
る
と
い
う

近
代
的
な
政
党
政
治
の
考
え
方
を
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
期
待
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
。
近
代
的
政
党
制
を
想
定
し
え
な
い

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、「
調
和
の
と
れ
た
利
害

に
基
づ
く
理
想
国
家
と
伝
統
的
社
会
と
い
う
中
世
的
観
念
に
憧
れ
た
」
の
で
あ
っ
て
、「
愛
国
者
国
王
の
理
念
は
神
秘
的
過
去
に
時
間
を

戻
す
こ
と
以
外
に
同
時
代
の
問
題
を
彼
自
身
の
満
足
で
き
る
よ
う
に
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
ひ
と
つ
の
告
白
で
あ
っ
た
」

と
の
指
摘
で
あ
る
（
4
）

。
だ
が
、
重
要
な
点
は
、
実
際
に
憲
政
の
回
復
の
た
め
に
は
、
彼
は
、
名
誉
革
命
以
来
の
議
会
政
治
の
現
実
に
向
き
合

わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
名
誉
革
命
以
来
の
統
治
の
現
実
を
観
察
し
考
察
し
、
そ
れ
を
動
か

一
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そ
う
と
す
る
と
き
、
彼
は
、
あ
く
ま
で
も
現
実
的
立
場
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
主
張
す
る
「
愛
国
者
国
王
の
理
念
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
時
代
の
現
実
に
対
応
し
う

る
理
論
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
も
決
し
て
現
実
政
治
か
ら
か
け
離
れ
た
、
空
想
的
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て
、
愛
国
的
な
国
王
は
い
か
に
し
て
出
現
し
即

位
す
る
の
か
。

愛
国
者
国
王
が
出
現
し
即
位
す
る
た
め
に
は
、
名
誉
革
命
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
諸
政
党
の
連
合
（
幅
広
い
国
民
）
の
支
え
が
や
は

り
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
も
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、「
愛
国
者
国
王
の
権
利
が
ト
ラ
ス
ト
で
あ
り
、
人
民
の
権
利
が
固
有
の
も
の
（
5
）

」
で

あ
っ
て
、
愛
国
者
国
王
の
権
力
は
「
人
民
の
信
託
」
の
も
と
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
「
無
党
派
」
観
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
問
題
と
し
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
実
現
し
、
愛
国
者
国
王
の
「
理
念
」

を
実
現
し
う
る
有
効
な
組
織
で
あ
る
反
対
党
の
形
成
が
不
可
欠
だ
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
愛
国
者
国
王
の
理
念
と
「
反
対

党
」
の
理
念
と
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

さ
て
愛
国
主
義
に
立
っ
て
国
民
の
自
由
を
再
建
す
る
国
王
は
、
反
対
党
に
対
し
て
い
か
な
る
政
治
的
態
度
を
と
る
の
か
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
は
真
に
有
徳
で
あ
っ
て
、
即
位
の
瞬
間
か
ら
腐
敗
の
防
止
に
努
め
る
。
腐
敗
的
な
大
臣
は
追
放
さ
れ
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
野
党
に
あ
っ
た
ウ
イ
リ
ア
ム
・
パ
ル
ト
ニ
ー
（W

illiam
 P
ulteney,E

arl of B
ath,1684-1764

）
を
含
む
賢
明
な
大

臣
が
就
任
し
、
国
王
の
愛
国
主
義
の
原
理
を
実
施
す
る
（
6
）

。
こ
う
し
た
大
臣
の
指
導
に
よ
っ
て
、
愛
国
者
国
王
が
、
党
派
を
支
持
せ
ず
、

「
人
民
の
共
通
の
父
の
よ
う
に
統
治
す
る
こ
と
は
、
愛
国
者
国
王
の
性
格
に
と
っ
て
き
わ
め
て
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
国
王
は
タ
イ
ト
ル
を
失
う
（
7
）

」
の
で
あ
る
。
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
愛
国
者
国
王
の
目
的
は
与
党
に
代
わ
る
在
野
陣
営
の
単
な
る
人
事
的
交
替
と
い
う
よ
う
な
内
閣
改
造

で
は
な
い
。
単
な
る
政
権
交
代
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
古
来
の
憲
政
」
す
な
わ
ち
名
誉
革
命
の
原
則
を
再
建
し
、
こ
の
原

則
に
基
づ
い
て
国
民
的
統
一
を
実
現
す
る
こ
と
が
内
閣
の
目
的
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
体
制
を
支
え
る

党
派
的
統
治
を
防
ぐ
摂
理
あ
る
政
策
を
支
持
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
国
民
派
（C

ountry party

）
で
あ
る
反
対
党
が
や
は
り
必
要
な
の
で

あ
る
。

そ
れ
で
は
、
現
実
の
政
党
状
況
か
ら
反
対
党
は
い
か
に
結
成
さ
れ
る
の
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー

ル
時
代
の
政
党
分
析
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
政
党
観
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
て
い
た
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
彼
の
時
代
の
ウ
ィ
ッ

グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
対
立
は
実
体
の
な
い
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
対
立
を
生
み
出
す
原
理
上
の
相
違
が
も
は
や
存
在
し

な
い
と
き
、
名
誉
革
命
以
前
に
存
在
し
て
い
た
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
と
の
名
称
上
の
区
別
を
維
持
す
る
ほ
ど
不
条
理
な
事
は
な
い
（
8
）

」

と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
主
張
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
十
七
世
紀
末
に
王
位
継
承
を
巡
っ
て
激
し
く
対
立
し
た
両
党
は
、
名
誉
革
命
に

よ
っ
て
継
承
問
題
に
決
着
を
つ
け
「
か
つ
て
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
間
に
存
在
し
て
い
た
本
質
的
相
違
は
破
壊
さ
れ
た
（
9
）

」
の
で
あ

る
。
も
は
や
、
ウ
ィ
ッ
グ
・
ト
ー
リ
両
党
は
本
来
の
対
立
し
た
形
で
存
続
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
両
党
間
の
相
違
は
実
体
を
失
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
原
理
的
対
立
と
し
て
考
え
る
の
は
い
か
な
る
陣
営
か
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
と
共
和
主
義
者
で

あ
り
、
そ
れ
に
名
誉
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
憲
政
を
侵
害
し
て
い
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
共
和
主

義
者
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て
い
な
い
以
上
、
憲
政
に
お
い
て
危
険
視
さ
れ
て
い
る
の
は
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
で
あ
り
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
と

宮
廷
派
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
、
現
実
的
に
憲
政
に
対
し
て
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
の
ジ
ャ
コ
バ

一
〇
九
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イ
ト
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
い
ま
や
王
に
寵
愛
さ
れ
て
き
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
と
腐
敗
し
た
宮
廷
派
で
あ
る
と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

は
考
え
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

こ
う
し
た
政
党
状
況
に
お
い
て
、
名
称
だ
け
の
実
体
の
な
い
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
対
立
は
、
国
民
的
統
一
を
妨
げ
、
国
民
の
間

に
憎
し
み
と
分
裂
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
対
立
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
台
頭
を
許
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
原
理
の
対
立
を
反
映
し
て
い
な
い
政
党
対
立
は
、
現
実
の
憲
政
上
の
真
の
争
点
を
、
人
々
の
目
か
ら
そ
ら
す

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
争
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
を
含
む
反

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
を
結
集
す
る
反
対
党
の
形
成
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と

ト
ー
リ
党
の
本
質
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
だ
と
呼
び
か
け
る
。「
政
党
の
内
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
秘
密
の
動
機
を
検

討
す
る
機
会
を
も
た
な
い
人
は
、
こ
う
し
た
政
党
の
行
動
を
決
定
す
る
あ
る
種
の
原
理
の
共
有
が
見
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
彼
が
、
常

に
双
方
の
ど
ち
ら
か
の
原
理
を
主
張
す
る
に
し
て
も
（
11
）

。」

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
ウ
ィ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
の
両
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
理
的
統
一
性
を
持
っ
た
ま

と
ま
り
の
あ
る
集
団
と
は
見
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
が
本
来
の
ウ
ィ
ッ
グ
原
理
に
反
す

る
統
治
を
依
然
と
し
て
行
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
、
す
で
に
一
七
三
三
│
三
四
年
の
『
政
党
論
』
で
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
は
、
一
貫
し
て 

ウ
ィ
ッ
グ
党
の
原
理
で
あ
る
自
由
や
抵
抗
等
の
原
理
を
完

全
に
放
棄
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
12
）

。
そ
れ
ゆ
え
、
次
の
よ
う
な
呼
び
か
け
が
、
再
び
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。「
人
々
の
利
益
と
権

利
の
た
め
に
は
じ
ま
っ
た
ウ
ィ
ッ
グ
の
原
理
は
、
わ
れ
わ
れ
を
簡
単
に
裏
切
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
両
方
の
誤
り
と
い
か
な
る
内
閣
に
も

反
対
す
る
国
民
派
が
、
統
一
す
る
必
要
を
明
確
に
示
し
て
い
る
（
13
）

。」
ま
さ
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
「
危
機
の
時
代
の
コ
モ
ン

一
一
〇
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ウ
ェ
ル
ス
の
安
全
は
、
政
党
の
連
合
に
か
か
っ
て
い
た
（
14
）

」
と
の
歴
史
的
教
訓
が
、
引
き
続
き
一
七
三
四
年
以
降
の
政
治
状
況
に
お
い
て
も

活
か
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.263.

（
2
） Ibid.,p.263.　
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か
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四
、
愛
国
主
義
的
反
対
党
の
政
策

愛
国
主
義
的
反
対
党
は
い
か
な
る
政
策
を
掲
げ
て
戦
う
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
い
か
に
考
え
て
い
た
の

か
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
に
と
っ
て
、
愛
国
主
義
的
国
王
の
具
体
的
政
策
は
、
い
か
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
の
言
う
反
対
党
の
政
策
の
基
本
的
な
目
標
に
つ
い
て
簡
単
に
言
え
ば
、
次
の
二
点
に
な
る
。

第
一
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
そ
の
政
策
目
標
は
国
民
の
精
神
的
幸
福
の
実
現
と
商
業
、
貿
易
そ
し
て
農
業
の
発
展
に
あ

る
（
1
）

。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
、
農
業
の
み
な
ら
ず
商
業
と
貿
易
の
奨
励
は
、
当
然
に
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
と
の
連
合
が
念
頭
に
あ
る
の

で
あ
っ
て
、
反
対
党
の
重
要
な
任
務
と
な
る
の
で
あ
る
。
一
方
で
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
下
で
の
「
経
済
的
繁

栄
」
に
関
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
現
に
社
会
に
蔓
延
し
て
い
る
奢
侈
は
「
道
徳
的
義
務
の
な
い
奢
侈
（
2
）

」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な

奢
侈
が
、
国
民
の
道
徳
に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
（
3
）

こ
と
を
、
彼
は
協
調
す
る
の
で
あ
る
。
反
対
党
は
、
国
民
の
間
に
広
が
る
奢
侈
の
蔓
延
を

戒
め
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
奢
侈
の
蔓
延
は
増
税
と
同
様
に
、
伝
統
的
な
農
業
や
社
会
を
圧
迫
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
愛
国
者
国
王
の
も
と
で
の
政
府
の
政
策
は
、「
減
税
と
公
債
の
返
済
」
が
義
務
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
然
に
、
ウ
ォ

ル
ポ
ー
ル
政
権
下
の
公
債
政
策
は
否
定
さ
れ
る
。
愛
国
者
国
王
は
「
す
べ
て
の
政
治
的
そ
の
他
の
浪
費
に
よ
る
国
債
を
継
続
す
る
つ
も
り

は
な
い
。
さ
ら
に
、
人
民
を
圧
迫
し
貧
困
化
す
る
目
的
の
国
債
を
継
続
す
る
こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
（
4
）

。「
国
債
は
、
一
部
の
人
を
き
わ

め
て
容
易
に
腐
敗
さ
せ
、
彼
の
感
情
と
専
制
的
意
思
の
命
令
で
全
体
を
支
配
し
う
る
（
5
）

」
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

は
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
財
政
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
、
反
対
党
も
こ
う
し
た
路
線
に
沿
っ
て
活
動
す
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
は
ロ
ッ
ク
の
労
働
価
値
説
や
政
権
の
保
護
主
義
的
な
重
商
主
義
政
策
等
に
対
す
る
言
及
や
批
判
な

一
一
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ど
は
な
い
。
伝
統
的
な
地
主
利
害
に
立
つ
彼
の
関
心
は
、
も
っ
ぱ
ら
貨
幣
利
害
の
統
治
へ
の
影
響
力
の
増
大
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
産
業

革
命
の
前
史
と
も
言
え
る
こ
の
時
期
の
経
済
的
社
会
的
性
格
へ
眼
を
向
け
、
言
及
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
彼
に
期
待
す
る
こ
と

も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
国
民
と
り
わ
け
増
税
負
担
が
直
撃
す
る
地
主
利
害
の
側
に
立
っ
て
、
増
税
の
大
き
な
要
因
と
な
る

大
陸
戦
争
の
回
避
を
原
則
と
し
て
主
張
す
る
（
6
）

。
そ
の
上
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
平
和
時
の
大
規
模
な
常
備
軍
が
、
海
軍
に
比
べ
て
国

民
的
自
由
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
と
な
り
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
反
対
党
が
支
え
る
愛
国
者
国
王
の
外
交
政
策
の
基

本
は
、「
勢
力
均
衡
」
の
原
則
に
立
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
特
定
の
国
家
の
た
め
の
大
陸
へ
の
干
渉
戦
争
は
控
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
7
）

。

そ
こ
で
、
上
記
の
よ
う
な
反
対
党
の
「
愛
国
主
義
的
政
策
」
の
実
行
の
た
め
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
求
め
る
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、

国
王
に
よ
る
徹
底
し
た
内
閣
改
造
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
長
期
政
権
の
状
況
の
も
と
で
、
反
対
党
に
と
っ
て
政
局
の
打
開
は
け
っ
し

て
容
易
で
は
な
い
。
議
会
の
み
な
ら
ず
国
民
が
「
あ
ま
り
に
も
腐
敗
さ
せ
ら
れ
て
い
る
」
の
で
、
こ
れ
を
な
し
う
る
に
は
根
本
的
な
改
革

が
必
要
で
あ
る
と
ボ
リ
ン
ブ
ル
ッ
ク
は
考
え
る
。
単
な
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
批
判
あ
る
い
は
政
権
交
代
で
は
改
革
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

だ
が
、
国
民
と
り
わ
け
ト
ー
リ
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
に
と
っ
て
、
愛
国
者
国
王
は
「
自
然
界
な
い
し
精
神
界
に
お
け
る
滅
多
に
起
こ
ら
な
い

現
象
（
8
）

」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
一
七
四
二
年
の
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
の
際
に
、
愛
国
主
義
原
理
に
立
っ
た
君
主
を
擁
立
す
る
「
愛
国
主

義
的
反
対
党
」
が
組
織
さ
れ
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
前
述
し
た
政
策
の
基
本
原
則
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

現
実
の
政
治
か
ら
全
く
離
れ
て
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
「『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
、

同
時
代
の
政
治
問
題
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
へ
の
解
答
を
与
え
よ
う
と
す
る
試
み
で
書
か
れ
た
点
で
、『
政
党
論
』
や
『
ウ
ィ
ン
ダ
ム

へ
の
手
紙
（
9
）

』
ほ
ど
高
い
レ
ベ
ル
に
な
い
」
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
当
然
に
現
実
の
政
治
に
対
し
て
十
分
に

一
一
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意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
「
政
治
に
つ
い
て
の
最
も
哲
学
的
著
作
で
あ
り
、
そ
し
て
最
も
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
お
い
て
、

野
心
的
で
あ
る
」
と
言
え
る
の
で
あ
る
（
10
）

。

そ
れ
で
は
、
こ
の
時
期
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
的
諸
説
が
、
実
際
に
政
治
的
影
響
を
与
え
て
い
た
の
は
い
か
な
る
陣
営
で

あ
っ
た
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
（F

rederick L
ouis,1707-1751

）
に
結
集
し
て
い
る
反
対

派
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
反
対
派
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
内
閣
に
対
す
る
有
効
な
政
治
的
理
論
や
政
策
を
持

ち
え
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
非
現
実
的
な
側
面
を
持
ち
つ
つ
も
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
的
諸
説
は
と
り
あ
え

ず
反
対
党
の
結
集
に
必
要
な
理
論
的
基
盤
を
提
供
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
中
で
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク

の
政
党
観
が
こ
こ
で
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
反
対
派
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
政
権
に
到
達
す
る
た
め
に

は
多
数
派
の
形
成
は
依
然
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
の
垣
根
を
超
え
る
超
党
派
的
で
「
広
範
な
基
盤
」
に
立

つ
内
閣
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
が
、
至
上
命
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
11
）

。

（
1
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.265.

（
2
） B

olingbroke,A
 L
etter on the S

prit of P
atriotism

 1736,W
orks,V

ol.II,p.352.

（
3
） C

f.B
olingbroke,O

n L
uxury,W

orks,V
ol.I,p.474.

（
4
） H
.T
.D
ickinson,op.cit.,p.265.

（
5
） B
olingbroke,T

he Idea of a P
atriot K

ing,W
orks,V

ol.II,pp.391-2.

（
6
） Ibid.,p.416.

（
7
） H

.T
.D
ickinson,op.cit.,p.265.
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（
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五
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
（Jacobite

）・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
批
判

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
在
野
陣
営
側
の
戦
略
に
対
し
て
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
と
在
野
勢
力
の
分
断
を
図
る

戦
略
を
引
き
続
き
採
用
し
た
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
を
利
用
し
て
、
ト
ー
リ
党
と
ジ
ャ
コ
バ

イ
ト
を
結
び
つ
け
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
攻
撃
が
蒸
し
返
さ
れ
、
一
層
強
め
ら
れ
た
。
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
は
、
四
半
世
紀
を

経
て
も
な
お
イ
ギ
リ
ス
の
人
々
の
心
情
に
深
く
浸
透
し
て
い
た
の
で
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
在
野
陣
営
か
ら
切
り
離
す
の
に
き
わ
め
て

有
効
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
悩
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
彼
自

身
や
ト
ー
リ
党
に
打
撃
を
与
え
る
う
え
で
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
か
な
り
の
政
治
的
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
た
と
言
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
う
し
た
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
す
る
反
論
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
と
っ
て
改
め
て
必

要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
三
九
年
に
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
即
位
時
の
政
党
状
態
』
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
ま
さ

に
こ
う
し
た
目
的
す
な
わ
ち
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
の
偏
見
を
ト
ー
リ
党
か
ら
取
り
除
く
た
め
に
発
表
さ
れ
た
も
の
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
1
）

。
そ
し

て
、
こ
れ
は
ま
た
在
野
勢
力
に
存
在
す
る
障
害
を
取
り
除
き
、
ト
ー
リ
党
と
ト
ー
リ
党
へ
の
偏
見
の
比
較
的
少
な
い
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
若
手

一
一
五
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世
代
と
の
連
合
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
繰
り
返
し
強
調
し
た
の
は
、
ト
ー
リ
党
は

け
っ
し
て
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
（
2
）

。
一
七
一
四
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
の
ト
ー
リ
党
の
行
動
は
、
む
し
ろ

ウ
ィ
ッ
グ
側
の
行
動
に
責
任
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
一
七
一
四
年
か
ら
の
政
変
は
、
ト
ー
リ
党
を
ジ
ャ

コ
バ
イ
ト
の
同
調
者
と
決
め
つ
け
る
ウ
ィ
ッ
グ
党
に
よ
る
不
当
な
告
発
に
主
た
る
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
言

う
。「
ア
ン
女
王
の
最
後
の
四
年
間
の
治
世
に
お
い
て
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
即
位
を
排
除
し
、
プ
リ
テ
ン
ダ
ー
の
頭
上
に
王
冠
を
置
こ

う
と
す
る
企
て
は
、
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
女
王
の
逝
去
の
際
に
も
、
こ
う
し
た
目
的
で
形
成
さ
れ
た
政
党
は
な
か
っ
た
（
3
）

」
の
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
も
、
一
七
一
四
年
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
に
彼
自
身
加
担
し
た
事
実
を
認
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
点

に
つ
い
て
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
次
の
よ
う
に
釈
明
す
る
。「
確
か
に
プ
リ
テ
ン
ダ
ー
や
彼
に
奉
仕
す
る
者
に
、
直
接
に
あ
る
い
は
間

接
に
通
じ
て
い
る
特
別
な
人
々
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
人
々
が
、
自
ら
を
熱
狂
的
だ
と
公
言
し
、
大
き
な
約
束
を
結
び
、
若
干
の
淡
い

希
望
を
も
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
の
時
点
で
、
私
が
知
る
可
能
性
は
な
く
、
ま
た
実
際
に
知
り
え

な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
以
来
ず
っ
と
そ
の
こ
と
を
詳
細
に
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
女
王
に
仕
え
る
者
に
よ
っ
て
、

こ
う
し
た
こ
と
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
部
外
の
若
干
の
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
忠
節
の
心
も
な
く
、
そ
れ
は
な
さ
れ
た
と
、
私

は
考
え
る
（
4
）

。」

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
ア
ン
の
統
治
に
お
い
て
ト
ー
リ
党
は
、
断
じ
て
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
の
王
位
継
承
を
覆
す
陰
謀
を
考
え

て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
伯
（R

obert H
arley,1st E

arl of O
xford,1661-1724

）
の
政
治
的
日
和
見
主

義
的
弱
点
と
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
個
人
的
利
益
に
よ
っ
て
、
ト
ー
リ
党
は
分
裂
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
5
）

。
そ
れ
で
も
、
ウ
ィ
ッ
グ
党

一
一
六



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
一
九
九
）

の
大
臣
が
在
野
ト
ー
リ
を
告
発
し
、
追
放
す
る
よ
う
に
国
王
に
迫
る
ま
で
は
、
ト
ー
リ
党
は
一
七
一
四
年
の
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
（G

eorge 

I,1660-1727

）
の
即
位
を
忠
節
を
持
っ
て
受
け
入
れ
た
と
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
断
言
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
む
し
ろ
ウ
ィ
ッ
グ
党
こ
そ

が
、「
確
固
た
る
王
室
の
確
立
」
よ
り
も
「
彼
等
自
身
の
内
閣
の
確
立
」
の
た
め
に
動
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
ウ
ィ
ッ
グ
党
の
政
治
的
手
法
こ
そ
が
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
派
の
形
成
を
促
し

た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
彼
に
よ
れ
ば
「
国
民
的
政
党
の
よ
う
に
行
動
し
た
」
ウ
ィ
ッ
グ
党
は
、「
国
民
的
利
益
を
二
次
的
な
も
の
」
に

し
、
国
益
の
上
位
に
狭
い
党
派
的
利
益
を
置
く
と
い
う
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
堕
落
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
6
）

。
そ
し
て
、「
ウ
ィ
ッ
グ
の
統

治
術
は
、
で
き
る
だ
け
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
の
利
益
と
王
位
継
承
の
利
益
と
を
混
同
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
…
彼
（
ハ
ー
レ
イ
）
の
影
響
力

は
大
で
あ
っ
て
、
彼
が
主
要
な
内
閣
の
信
任
と
権
力
を
ウ
イ
ッ
グ
党
に
譲
り
渡
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
…
彼
は
、
直
接
党
派
の
怒
り
を

解
き
放
し
、
彼
へ
の
反
対
を
主
張
し
な
い
こ
と
で
、
有
罪
と
な
る
女
王
の
家
臣
を
苦
し
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
…
結
局
、
ウ
ィ
ッ
グ
の
名
称

を
持
た
な
い
国
中
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
を
追
放
し
た
」
の
で
あ
る
（
7
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
一
七
一
四
年
の
政
変
で
さ
え
も
、
ウ
イ
ッ
グ
党
の
党
派
的
行
動
に
そ
の
主
た
る
原
因

が
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
に
よ
る
分
断
作
戦
に
よ
っ
て
、
民
は
二
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
リ
ン
グ

ブ
ル
ッ
ク
の
弁
解
や
主
張
は
、
客
観
性
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
か
な
り
の
無
理
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
へ
の
自
ら
の
加
担
を
悔
や
み
、
反
省
し
総
括
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ッ
グ
主
流
派
に
よ
る
ジ
ャ
コ
バ
イ

ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
対
し
か
な
り
の
打
撃
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク
の
反
撃
も
、
よ
り
党
派
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

か
く
て
、
当
時
の
政
治
的
力
関
係
を
踏
ま
え
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
反
論
す
る
こ
と
は
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
退
陣
を
求
め

一
一
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る
在
野
勢
力
の
結
集
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
に
結
集
す
る
い

わ
ゆ
る
「
愛
国
者
」
グ
ル
ー
プ
と
の
統
一
に
よ
る
反
対
党
の
形
成
が
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
戦
略
に
と
っ
て
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
諸
党
派
の
統
一
を
実
現
し
う
る
原
理
は
、
ま
さ
に
愛
国
主
義
の
原
理
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
そ
の
原

理
に
立
つ
国
王
が
即
位
し
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
的
大
臣
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
在
野
陣
営
に
と
っ
て
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
は
何
か
と
い
う
問
題
を
明
確
に
す
る
事
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
へ
の
反
撃
の
道
具
と
し
て
、
在
野
勢
力
側
の
論
者
に
よ
っ
て
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
用
語
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
従
来
の
「
ウ
ィ
ッ
グ
対
ト
ー
リ
」
と
い
う
政
党
対
立
を
主
張
す
る
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
陣
営
へ
の
反
撃
と
し
て
、
こ
の
論
戦

は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
、
次
の
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
。「
腐
敗
的
な
影
響
力
に
基

づ
き
団
結
す
る
人
々
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
。
私
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
権
力
に
よ
っ
て
武
装
し
た
集
団
で
あ
る
と
確
信
す
る
。
…

彼
ら
自
身
の
間
で
利
権
を
維
持
し
分
配
す
る
以
外
に
、
い
か
な
る
党
派
や
公
益
の
原
理
に
よ
っ
て
も
行
動
す
る
こ
と
は
な
い
。
国
民
の
利

益
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
、
行
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、

こ
の
よ
う
なparty

とfaction

と
の
区
別
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
国
民
派
（national party

）
と
内
閣
派
と
称
さ
れ

る
主
体
性
に
欠
け
る
勢
力
と
の
区
別
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
8
）

。」

こ
の
よ
う
な
在
野
陣
営
の
主
張
を
踏
ま
え
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
目
指
し
た
の
は
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
対
立

を
終
わ
ら
せ
、
在
野
勢
力
を
反
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
旗
の
も
と
に
結
集
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
に
お
い
て

は
、
こ
の
統
一
は
、
愛
国
主
義
に
立
つ
国
王
の
即
位
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
は
言
う
。「
対
立
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
が
嘆

く
あ
ら
ゆ
る
災
い
を
生
み
出
す
。
統
一
の
み
が
、
そ
れ
を
回
復
し
う
る
。
こ
う
し
た
統
一
へ
の
大
い
な
る
前
進
は
、
政
党
の
連
合
に
あ
っ

一
一
八



ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
二
〇
一
）

た
。
…
こ
う
し
た
統
一
は
、
愛
国
主
義
が
王
位
を
占
め
る
ま
で
期
待
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
は
内
閣
か
ら
追
放
さ
れ
え

な
い
の
で
あ
る
（
9
）

。

フ
ァ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
統
治
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
党
と
ト
ー
リ
党
と
い
う
対
立
以
上
に
国
民
を
分
裂
さ
せ
、
腐
敗
を
進
行
さ
せ
て
き
た
。
し

た
が
っ
て
、
与
党
陣
営
の
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打
ち
破
り
、
有
害
な
対
立
を
終
わ
ら
せ
、
ウ
ィ
ッ
グ
と
ト
ー
リ
両
党
の
連
合

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
愛
国
者
国
王
の
登
場
に
よ
り
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
腐
敗
政
治
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
が
出
き
る
（
10
）

こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
反
対
派
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
派
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
連
合
へ
の
努
力

を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
こ
う
し
た
統
一
は
、
そ
れ
が
リ
ー
ダ
ー
と
メ
ン
バ
ー
と
の
連
合
に
、
並
び
に
メ
ン
バ
ー
相

互
間
の
連
合
に
な
る
ま
で
、
完
成
し
え
な
い
（
11
）

」
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
反
対
党
は
、
従
来
の
組
織
的
に
ほ
と
ん
ど
活

動
し
て
こ
な
か
っ
た
野
党
で
も
な
く
、
既
存
の
単
な
る
官
職
の
た
め
の
反
対
派
と
も
異
な
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
が
目
指
す
反
対
党
は
、
反
対
の
た
め
の
反
対
派
で
は
な
い
。
ま
た
、
野
党
内
に
現
に
存
在
す
る
一
部

の
官
職
の
み
を
目
的
と
す
る
反
対
派
で
も
な
い
。
こ
こ
で
主
張
さ
れ
る
反
対
党
は
、
あ
く
ま
で
も
組
織
的
で
か
つ
建
設
的
な
も
の
で
あ
っ

て
、
政
策
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
反
対
党
の
性
格
と
義
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
反
党
の
指
導
に
影
響
力
を
持
つ
人
々
、
あ
る
い
は
反
対
党
の
中
で
相
当
な
大
物
と
さ
れ
る
人
は
、
彼
ら
と
対
立
す
る
人
々
に
対
し
少
な

く
と
も
対
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
す
べ
て
の
政
府
は
、
指
導
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
様
に
、
反
対
党
も
指
導
の

シ
ス
テ
ム
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
対
立
的
な
組
織
で
あ
っ
て
従
属
的
な
組
織
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
…
反
対
党
の
義
務
に

つ
い
て
、
私
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
政
府
の
愚
か
な
企
て
に
は
、
賢
明
な
構
想
を
、
よ
こ
し
ま
な
企
て
に
は
正
直
な
構
想
を
体
系
的
に
対
立
さ
せ
る
反
対
党
は
、

一
一
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（
二
〇
二
）

い
わ
ば
い
か
な
る
共
通
の
組
織
も
持
た
ず
、
ど
ん
な
総
合
的
な
協
力
関
係
も
な
く
、
統
一
性
に
欠
け
、
備
え
も
な
く
、
忍
耐
力
も
乏
し
く

そ
し
て
知
識
や
政
治
的
能
力
も
ほ
と
ん
ど
持
た
な
い
、
ま
れ
に
し
か
活
動
す
る
こ
と
の
な
い
反
対
党
よ
り
も
、
大
き
な
評
判
と
力
を
獲
得

し
、
反
対
党
の
目
的
に
確
実
に
到
達
し
う
る
の
で
あ
る
（
12
）

。」

（
1
） B

olingbroke,O
f the S

tate of P
arties at the A

ccession of K
ing G

eorge the F
irst,W

orks, V
ol.II,pp.430-8.

（
2
） C

f.C
harles P

etrie,B
olingbroke,C

ollins,1937.

（
3
） B

olingbroke,O
f the S

tate of P
arties at the A

ccession of K
ing  G

eorge the F
irst,W

orks,V
ol.II,p.430.

（
4
） Ibid.,431.

（
5
） C

f.H
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ickinson,op.cit.,p.266.

（
6
） B

olingbroke,O
f the S

tate of P
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7
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（
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ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
反
対
党
観
「
愛
国
主
義
」
を
中
心
に
（
入
江
）

（
二
〇
三
）

六
、
お
わ
り
に

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
七
三
三
│
三
四
年
の
政
治
的
危
機
に
お
い
て
、
政
権
獲
得
の
好
機
を
逃
し
た
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
は
、
フ

ラ
ン
ス
に
再
び
滞
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
決
し
て
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
政
権
打
倒
を
あ
き
ら
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
に
、
反
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
の
在
野
ウ
ィ
ッ
グ
派
と
ト
ー
リ
党
の
同
盟
、
そ
れ
に
広
汎
な
国
民
の
支
持
獲
得
を
目
指
し
、
理
論
活
動
を

展
開
し
た
。
そ
れ
は
、
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
反
乱
の
教
訓
か
ら
、
政
権
交
代
は
議
会
を
通
し
て
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
愛
国
的
国

王
の
登
場
に
も
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
活
動
の
中
心
は
、
在
野
陣
営
を
結
集
す
る
た
め
の
、

当
時
在
野
勢
力
の
中
で
用
い
ら
れ
た
「
愛
国
主
義
」
の
主
張
を
改
め
て
理
論
的
に
構
築
し
、
そ
れ
を
浸
透
さ
せ
る
事
で
あ
っ
た
。

『
愛
国
主
義
の
精
神
に
つ
い
て
の
手
紙
』
と
『
愛
国
者
国
王
の
理
念
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
も
す
れ
ば
復
古

的
な
印
象
を
与
え
、
悲
観
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
著
作
は
、
民
衆
を
受
動
的
存
在
と
見
る
マ
キ
ャ
ヴ
ェ
リ

と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
ロ
ッ
ク
的
な
人
民
主
権
の
原
理
を
内
包
し
て
い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
、
政
権

交
代
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
内
の
愛
国
的
国
王
の
即
位
と
と
も
に
、
議
会
の
反
対
党
の
多
数
派
形
成
は
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
名
誉
革
命
を
社
会
契
約
の
帰
結
と
す
れ
ば
、
人
民
主
権
や
抵
抗
権
は
反
政
府
陣
営
の
有
効
な
武
器
と
な
り
え
た
。
し
た
が
っ
て
、

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
こ
う
し
た
考
え
は
、
名
誉
革
命
以
来
の
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
政
治
の
現
実
を
反
映
し
、
ま
た
当
時
の
近
代
的
政
党
政

治
へ
の
過
渡
期
と
い
う
性
格
を
示
し
て
い
た
と
言
え
る
。

ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
の
愛
国
主
義
観
と
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
現
実
の
政
治
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
狙
い
は
、
成
功
し
得
な
か
っ
た
。

中
で
も
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ボ
リ
ン
グ
ブ
ル
ッ
ク
を
悩
ま
せ
た
も
の
は
、
政
党
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
り
、
さ
ら
に
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル

一
二
一
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（
二
〇
四
）

陣
営
の
「
ジ
ャ
コ
バ
イ
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
分
断
作
戦
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
根
本
的
に
は
、
彼
の
寄
っ
て
立
つ
基
盤
が
中
小
の
地

主
利
害
に
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
政
権
打
倒
の
困
難
さ
を
免
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
の
急
進
的
な
側
面
を
備
え
た
理
念

は
、
一
八
世
紀
後
半
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
二
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